
※①陽性となった方について、在宅支援の対象ではありません。

※②令和２年５月１１日付和福障第５４５号新型コロナウイルス感染症に係る

障害福祉サービス等事業所における対応Q＆A（和歌山市版）について参照（和歌山市HP番号：1027720）

～新型コロナウイルスへの対応に伴う

　　　　　在宅利用にかかる届出から報告書の提出までの流れ～

●利用者や職員に新型コロナウイルス感染者（※①）や濃厚接触者が確認された。

●感染予防の観点から通所を控えたい。

など、新型コロナウイルスへの対応に伴う理由により在宅支援を行いたい。

対象の方に、居宅等においてそれぞれのサービスの役

割として必要とされている、できる限りの支援を提供す

ることができる。（※②）

利用者や保護者が在宅支援

を希望している。

●在宅支援時の具体的な支援内容を検討の上、個別支援計画書を変更し、対象者に説明する。

●利用者負担額が生じる方については、通常のサービスと同様に費用負担が発生することにつ

いても説明する。

在宅利用にかかる届出書及

び対象者の個別支援計画案

を障害者支援課へ提出する。

個別支援計画案の内容が、それぞれのサービスの役割として必要とされている、できる限りの

支援を提供できると認められる場合（※②）、受理日以降の在宅支援についても算定対象とす

ることが可能です。

在宅支援から１か月が経過した際に、利用者ま

たは保護者に署名をもらった個別支援計画書の

写し及び支援記録を障害者支援課へ提出する。

在宅支援終了後、報告書を障害者支援課へ提出する。

●在宅利用開始希望日までの提出が困難

●支援内容に不安がある

など、まずは障害者支援課へご相談くだ

さい。

通所と在宅利用を併用

していただくことも可

能です。
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